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質、形、価格、素材の順に多く、安全・安心の観点
から品質や素材への関心が高い反面、高級感を求め
る回答はなかった。
　日本製陶磁器については、否定的な回答はなく「好
き」「どちらかというと好き」が 70％あり、日本製
品への好感度は高いといえる。
また、日本製食器に対するイメージは、高品質、デ
ザイン性、安全性といった製品自体への信頼度の高

さが窺える。
　3.2	 試作品の開発
　アンケート調査の結果から得られた 4 つのキー
ワード「洗いやすさ」「収納性」「保存容器」「電子
レンジ使用」を基に開発コンセプトを「電子レンジ
を使って簡単な調理ができ、収納性が良く、保存容
器として使用できる洗いやすい多機能食器」として、
2 種類 6 アイテムの食器を試作した（図 14）。
　TYPE-1 の角型保存容器は、洗いやすさを考慮し

図６　食器に必要な機能

図 11　食器選びの判断基準

図７　良く使う電気調理器具

図８　電子レンジの使用目的

図９　料理の保存方法

図 10　食器の購入先
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て、全ての角を曲面仕上げとした。主に保存容器と
しての機能を重視しているが、冷蔵庫から電子レン
ジ、食卓へという流れをイメージした器である。蓋
は、皿としても使用でき、収納時は本体、蓋それぞ
れがコンパクトに収納できるようスタッキングを考
慮したものである。
　TYPE-2 の丸型磁器食器は、個人使用のボウル小、
中と 3、4 人分の容量のスープボウルと浅型の特大
ボウルの 4 種を試作した。いずれも、蓋を皿として
利用でき、保存容器としても使用できる多様性のあ
る食器とした。さらに、収納時は本体と蓋それぞれ

図 12	　日本製陶磁器について

図 13	日本製食器のイメージ

図 14	製品コンセプトと試作品
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が入子式でコンパクトに収まる形状とした。

　3.3	 試作品の評価調査結果
　開発した試作品に対する現地の評価を得るため、

「第 10 回 Gift Show in 上海」に出展し、来場者を
対象に聞取り調査を実施した。その内容は、以下の
とおりである。
○調査期間：平成 27 年 3 月 25 日〜 3 月 28 日
　　　　　　（4 日間）
○調 査 数：97 名（内 20 代〜 40 代 78 名） 
○調査方法：来場者への聞取り調査
○回 答 者：20 代 30 名、30 代 25 名、40 代 23 名
　　　　　　男性 36 名、女性 42 名 
　調査は、「食器に求めるデザイン要素」という観
点で聞き取りを行った。結果については、項目ごと
に意見が多かった順に列挙する。
①必要アイテム：碗、皿
②色：真白／柔らかい色／淡い色／薄い色／鮮やか
な色／明るい色／フルーツの色／コントラストが強
い色
③模様：青花／簡単な模様／中国の伝統的な模様／
日本風 
④形状：丸型／四角／独特な形
⑤テイスト：シンプル／日本風／温かい／優しい／
爽やか／素朴感／伝統的／繊細さ／細工技術／アー
ト要素
⑥その他：インテリアに合う食器／中国人の習慣に
合うもの 
⑦重視する機能：洗いやすい／収納性／料理の保存
性／電子レンジで使用でき／色々な使い方ができる
／軽量 
　日本製の陶磁器については、品質と技術に対する
評価が高かった。中国市場で好まれる食器として、
淡い色合いを求める回答が多く、模様については、
簡単な青花（染付）模様という回答が非常に多かっ
た。必要なアイテムとしては、年代を問わず皿と碗
という回答であった。
　また、製品コンセプトを検証するために必要とす
る機能を聞いたところ、洗いやすさ、収納性、保存性、
電子レンジ使用の順に多く、コンセプトにずれが無
いことを確認できた。
　今回の試作品に関する評価としては、角型容器の
人気が高かったが、「中国では角型は使わない、丸
型が良い」という声も聞かれた。また、「多用途が

良い」「収納や保存等良く考えられている」「中国向
けに開発することは必要」等の好意的な評価もあっ
た。
　一方、「白は地味、彩色が足りない」「丸型はリム
が広く厚すぎで、蓋も持ち難い」「シンプル過ぎて
高級感が無い」等の意見があり、さらに、「日本製
品は、高級レストラン等をターゲットにした方が良
い」「中国北部は大きいサイズ、南部は小さいサイ
ズを好む」「染付は中国と競合する」等の意見が聞
かれた。

４．まとめ

　本研究では、海外市場に目を向けた製品開発に取
組み、現地での店舗観察やアンケート調査により、
食事の形態やターゲット層が求める食器の機能、日
本製陶磁器食器のイメージや信頼度の高さなどにつ
いて知ることができ、調査結果を踏まえた試作品を
開発した。さらに、試作品の現地評価調査を実施す
ることで、形やサイズ、色、模様等デザイン要素に
関する内容について、来場された方々から沢山の意
見を聞くことができ、中国市場に向けた開発の方向
性を探る上で参考となった。今後は、これらの意見
を基に改良を検討していきたい。
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